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横手市社会福祉協議会
みんながつくる　みんなの福祉
社協だより
横手市

2014.10.１

39№
横手市社会福祉協議会みんながつくる　みんなの福祉

　９月21日（日）、秋晴れの下、横手市ふれあいフェスティバルが開催され、来場者やスタッフなど約
500名が参加しました。障がい者とボランティアが協働で企画・運営したこのイベントを契機に、みん
なで支えあう優しさと思いやりがあふれる福祉のまちづくりを進めていきます。

（写真はますだ保育園の園児によるアトラクション。関連記事は４ページ）

ささえあう やさしいきもちと おもいやり



横手市内の

企業等が寄付つき

商品・企画を販売

２社協だより３ 社協だより

　平成26年度赤い羽根共同募金運動が10
月１日よりスタートしました。寄せられ
た募金は市内及び県内の福祉活動や福祉事
業所の整備、災害時の支援などのために役
立てられます。
　募金の機会が多く、大変ご負担をお掛け
しますが、皆様のご理解とご協力をお願い
いたします。

横 同 お市 よ金 ら手 募 知共 り会 せ

赤い羽根共同募金 募金百貨店プロジェクト

　「募金百貨店プロジェクト」とは、企業等と
の連携協力により“寄付つき商品・企画をつく
り、赤い羽根共同募金が「募金の百貨店」にな
ろう”という全国的なプロジェクトで、購入者
は負担なく募金活動に参加でき、企業等は販促
と社会貢献につながり、それが地域福祉の問
題・課題解決のための財源となるという“三方
よし”の取り組みです。
　横手市共同募金会では県内の市町村共同募金
会に先駆けて同プロジェクトに取り組み、９月18
日に参加企業との間で覚書の締結を行いました。

㈱アートピアササキ 看板・横断幕の大きさにより寄付

㈱松與会館 土・日の昼ランチの販売数により寄付

㈲柏谷印刷 名入れ印刷封筒、広報誌の印刷売上額により寄付

㈲新山食品加工場 甘酒の販売数により寄付

㈲茶舗 千田園 黒豆抹茶入り玄米茶の販売数により寄付
㈱ファム・エ・モード・モガミ

（鮮衛門「蔵」） 飲み放題にした人数により寄付

㈱フカサワ シルクポークみそ漬けギフトの販売数により寄付
 （医）興生会

（就労支援センターグリーン） カフェラテの販売数により寄付

㈱マンサク 指定のスタッドレスタイヤの販売数により寄付

㈱アイデアル（新川栄太郎） 桃豚スタミナラーメンの販売数により寄付

㈲トータルホケンいでは 自動車保険の新規・更新加入数により寄付

㈲中央市場（ビフレ横手店） マイバック持参の会計数により寄付

菓子司 あん庵 塩豆大福の販売数により寄付

㈲樹 指定の足袋の販売数により寄付

パン工房 かつた シューパンの販売数により寄付

㈲オレンジフード（天々） ナポリタンの販売数により寄付

そうま こってりラーメンの販売数により寄付

白洋舎クリーニング 羽毛布団のクリーニング数により寄付

～皆様の購入が地域福祉推進の
取り組みにつながります～

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
も

配
分
い
た
だ
き
ま
し
た

山
内
地
域
で
の
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

平
成
二
十
六
年
度
横
手
市
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

赤い羽根共同募金運動に
ご協力お願いいたします

平成26年度

10月１日～12月31日運動期間

　参加企業や企画内容、またこのプロジェクトの詳細については秋田県共同募
金会のホームページをご覧ください。（http://www.akaihane-akita.or.jp/）
　なお、参加を希望される場合は横手市共同募金会（横手市社会福祉協議会内 
☎36－5377）までお問い合わせください。

参加企業及び企画内容　　　　　　　〈順不同・敬称略〉

地域見守り活動
等の活動費

小ネットワーク活動

学校や地域の福
祉講座の開催費

福祉出前事業
福祉教育活動推進
校への活動助成金

福祉教育活動推進支援
事業

地域の除雪ボラ
ンティア活動費

障がい者と
ボランティ
アによる協

働イベントの開催費

除雪ボランティア活
動

ふれあいフェスティバル
の開催

大
森
地
域
で
の
福
祉
協
力
員
に
よ
る

安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル

十
文
字
地
域
の
石
川
原
地
区

い
き
い
き
サ
ロ
ン

大
雄
地
域
の
田
根
森
小
学
校

に
よ
る
施
設
訪
問
活
動

横
手
地
域
の
旭
小
学
校
で
行

わ
れ
た
ふ
く
し
出
前
講
座

いきいきサロン
への活動助成金

いきいきサロン事
業

　

平
成
二
十
六
年
度
は
い
き
い
き
サ
ロ

ン
一
一
六
ヵ
所
や
福
祉
教
育
活
動
推
進

支
援
校
六
校
へ
の
活
動
費
の
助
成
（
数

字
は
九
月
一
日
現
在
）、
地
域
の
見
守

り
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
災

害
や
雪
の
問
題
に
備
え
た
活
動
な
ど
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
皆
様
の
想
い
に
応
え
ら
れ
る
活
動

を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
善
意
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

心
配
ご
と
相
談
所
・
無
料
法
律
相

談
所
開
設
費
、
シ
ニ
ア
世
代
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
費
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
費
、
福
祉
の
標

語
募
集
経
費
、
お
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

と
児
童
と
の
交
流
活
動
費
、
社
協
だ

よ
り
の
発
行
費
、
社
会
福
祉
大
会
開

催
費
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
費

そ
の
他
に
も
次
の
活
動
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

シニア世代ボランティアの育成（父ち
ゃんの楽校：網戸修繕ボランティア）

平成25年度に
寄せられた
募金の中から
9,561,673円を
配分いただき、

次の活動に使わせて
いただいています。



支え合う やさしい心 地いきの輪心の木 みんなで支えて 花が咲く ４社協だより５ 社協だより

横手市ふれあいフェスティバル
ふれあいから始まる支えあい人生の先輩から学ぶボランティア活動

聞き書きボランティア

　９月７日（日）、平成高校インターアクト部
７名の生徒が、六日町いきいきサロンで聞き書
きボランティア活動を行いました。生徒は参加
者からこれまでの人生の中で「楽しかったこ
と」、また「子どもの頃の遊び」などを聞きな
がら記録し、後日、そのお話をまとめた冊子を
贈呈する予定です。
　話を引き出すことに苦慮している生徒もいま
したが、“聴く力” をより高めながら「高齢者
の想いを聴き、年代を超えて人と人をつなぐよ
い機会なので、この活動をもっと広めていきた
い」と、今後の活動展開に意欲的でした。
　この活動は秋田大学の「地・知の拠点整備事業」
の一環として行っているもので、９月18日（木）
は横手城南高校の生徒が活動したところです。

　９月21日（日）、横手市役所条里南庁舎向か
い駐車場を会場に、横手市ふれあいフェスティ
バルを開催しました。
　このイベントは、障がい者とボランティア、
市や社協などが協働で企画・運営したもので、
それぞれの活動のＰＲや屋台販売、アトラクショ
ンなどにより参加者の理解促進を図りました。
　この他にも横手市消防本部のご協力による「は
しご車搭乗体験」には順番待ちの長い列ができ
たほか、フリーマーケットの売れ行きも好調で、
秋晴れの空の下、多くの参加者で大盛況でした。
　例年、屋内で行われていたイベントであり、
初めての屋外開催ですが、実行委員や関係者、
ボランティアなど多くの方々のご協力で開催で
きましたことに深く感謝申し上げます。

中学生ボランティアも学校での活動をＰＲ

敬　　老　　会
長寿を祝い 健康を願う

　敬老の秋、本会の特別養護老人ホームで敬老
会が行われ、ご家族様をお迎えし、ご利用者様
の賀寿と長寿をお祝いしました。
　９月20日（土）に開催された憩寿園では、ご
利用者様へのサプライズ企画として鏡開きとく
す玉割りを準備しましたが、酒樽はなかなか割
れず、くす玉は掛け声前に開いてしまうなど、
反対に職員が焦っている様子に会場は大きな笑
いに包まれました。また、梅若梅道一行様によ
る民謡披露では、手拍子や一緒に口ずさみなが
ら本場の唄声と音色を堪能するなど、秋晴れの
佳き日を過ごされました。
　なお、同日は雄水苑で、また９月26日（金）
は平寿苑でも行われ、長寿を祝うと共に皆様の
ご健康とご多幸を祈念いたしました。

　

地
元
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
等
で

活
躍
中
の
越
後
谷
利
秋
さ
ん

に
よ
る
弾
き
語
り
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
、
参
加
者
全
員

で
合
唱
す
る
な
ど
芸
術
の
秋

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

町
内
会
役
員
等
も
参
加
し

て
“
こ
れ
か
ら
の
い
き
い
き

サ
ロ
ン
活
動
”
を
テ
ー
マ
と
し

た
座
談
会
を
開
催
し
、
よ
り

多
く
の
方
々
が
参
加
で
き
る

よ
う
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
よ
る
昔
を
語
る

会
が
行
わ
れ
、
元
教
師
の
方

よ
り
教
員
時
代
の
苦
労
話
が

語
ら
れ
る
と
、
参
加
者
は
童

心
に
帰
っ
た
よ
う
に
子
供
の
頃

の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

サロンい いき き

９.17 水

９.16 火

中村地区いきいきサロン

戸波地区いきいきサロン

薄井地区いきいきサロン

横　手平　鹿憩寿園

情 報 ひろば
わたしの

 まちの

横　手

雄物川

増　田

お
知
ら
せ

ノ
ー
ト

お
知
ら
せ

ノ
ー
ト

　

降
雪
期
間
に
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い

者
世
帯
等
の
除
雪
活
動
に
参
加
い
た
だ

け
る
方
・
団
体
・
企
業
等
を
随
時
募
集

し
ま
す
。

◆
活
動
時
期
／
お
よ
そ
十
二
月
～
三
月

の
降
雪
期
間
中（
随
時
）

※
活
動
日
は
調
整
の
う
え
連
絡
し
ま
す
。

◆
活
動
内
容
／
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い

者
世
帯
等
の
家
屋
周
辺
・
敷
地
内
な

ど
で
の
除
雪
作
業

◆
活
動
条
件
／
除
雪
作
業
を
行
う
こ

と
が
可
能
で
社
協
に
登
録
さ
れ
た
個

人
、
機
関
、
団
体
、
学
校
な
ど
。
な

お
、
活
動
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
用
の
保
険
に
加
入
い
た
だ

き
ま
す
。（
条
件
に
合
う
場
合
は
社

協
が
保
険
料
を
全
額
負
担
）

◆
除
雪
用
具
／
原
則
と
し
て
ス
ノ
ー
ダ

ン
プ
や
ス
コ
ッ
プ
は
持
参
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
／

　

本
部
地
域
福
祉
課 

☎
36

－

５
３
７
７

除
雪
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
募
集

●
ぽ
か
ぽ
か
サ
ロ
ン

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
の

交
流
の
場
「
ぽ
か
ぽ
か
サ
ロ
ン
」
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時
／
日
曜
日（
毎
月
１
回
）
10
時

～
15
時

◆
主
会
場
／
サ
ン
サ
ン
横
手

◆
内
容
／
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
交
流
、

趣
味
活
動
、
季
節
の
行
事
な
ど

　

十
月
二
十
六
日
：
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
工
作

な
ど　

十
一
月
十
六
日
：
手
芸
な
ど

◆
対
象
者
／
障
が
い
児
・
者
と
そ
の
ご

家
族
な
ど

◆
そ
の
他
／
運
営
な
ど
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
／
ぽ
か
ぽ
か
サ
ロ
ン 

代
表 

佐
藤
順
子 

☎
42

－

０
５
７
２

障
が
い
児・者
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

山内 大雄大森

緊張も徐々にほどけ会話も進みました

ご家族様と一緒に長寿をお祝い

８.28 木

家
族
介
護
者
交
流
事
業

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
交
流
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

ご
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
目
的
と
し
た

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

 

た
ざ
わ
こ
芸
術
村
・
わ
ら
び
座（
仙
北
市
）

◆
日
時
／
十
月
二
十
八
日（
火
）、
十

一
月
一
日（
土
）
９
時
30
分
～
17
時
30

分
（
送
迎
時
間
含
む
）

◆
内
容
／
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
げ
ん
な
い
」

鑑
賞
、
温
泉
入
浴
、
昼
食
交
流
な
ど

◆
参
加
費
／
一
、五
〇
〇
円

◆
集
合
場
所
／
横
手
体
育
館
向
い
駐
車

場
（
横
手
武
道
館
と
な
り
）

　
　

 

横
手
駅
前
温
泉
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

◆
日
時
／
十
一
月
六
日（
木
）、九
日（
日
）

　

10
時
～
15
時

◆
内
容
／
健
康
講
話
、
温
泉
入
浴
、
昼

食
交
流
な
ど

◆
参
加
費
／
五
〇
〇
円

◆
集
合
場
所
／
現
地
集
合

◆
対
象
者
／
市
内
に
居
住
し
、
要
介
護

３
・
４
・
５
と
認
定
さ
れ
た
方
を
ご

自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
な

ど
（
施
設
へ
の
入
所
・
入
居
や
医
療

機
関
へ
の
入
院
等
で
、
日
常
的
に
介

護
さ
れ
て
い
な
い
方
は
除
く
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
／

　

本
部
地
域
福
祉
課 

☎
36

－

５
３
７
７

会
場

会
場

●

●

●

●

福祉施設でのボランティア活動 中学生による職場体験

デイサービス・ミニデイ
サービス合同敬老会

憩寿園 車いすのご寄贈
(第一生命労働組合様 )



●

ありがとうございました
平成26年７月１日～８月31日受付分

広報発行回数の関係上、紙面への掲載が遅れますことを
ご容赦願います。

※「善意」の受付は、横手市社会福祉協議会各福祉セ
ンター・施設で行っております。

※善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、
ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹
介しております。

善意

６社協だより７ 社協だより

方
か
ら
は
、
地
域
の
問
題
や
取
り

組
ま
れ
て
い
る
活
動
な
ど
の
お
話

を
聞
く
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た

機
会
か
ら
地
域
の
状
況
が
わ
か

り
、
必
要
な
話
し
合
い
や
活
動

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

　

地
域
住
民
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を

大
切
に
し
「
声
に
な
ら
な
い
声
」

を
拾
い
上
げ
、
地
域
の
支
え
あ
い

活
動
を
応
援
で
き
る
職
員
と
な
る

よ
う
住
民
の
皆
様
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
学
ん
で
い
る
日
々
で
す
。

　

十
文
字
福
祉
セ
ン
タ
ー 

地
域
福
祉
係

小 

松　

ひ
と
み　

　

今
年
の
春
、
住
民
の
方
々
と
接
す
る
機
会
の
多
い

部
署
へ
異
動
と
な
り
、
先
日
も
高
齢
者
夫
婦
の
お
宅

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
生
活
の
様
子
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
お
宅
で
は
冬
場
の
雪
の
問
題
が
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
近
所
の
お
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
に
食
事
を
提
供
す
る
な
ど
気
に
か
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
は
み
ん
な
で
助
け

あ
い
な
が
ら
生
活
さ
れ
、
お
互
い
様
の
心
で
支
え
あ

い
が
で
き
て
お
り
、
住
民
の
力
で
地
域
福
祉
が
成
り

立
っ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
協
力
員
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
訪
れ
る

地
域
福
祉
活
動
日
記

福
祉
を
詠
め
ば
福
来
た
る

た
く
さ
ん
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
数
点
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
）

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

１月１日発行号
テーマは…「夢」

良い１年となるよう初夢に期
待して、新年号のテーマは

「夢」です。
※次号（12月１日発行）はふれあ

いフェスティバルの優秀作品
の掲載となります

【応募方法】
作品（１人２点まで）と氏名（ペン
ネーム可）、連絡先をご記入の上、
ハガキやFAX、メール等でご応
募ください。（様式は問いません）

〒013－0072
横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会

「ふくし川柳」係
FAX：36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
 【締切日】
  平成26年11月28日（金）

テーマ
実り

【大雄福祉センター受付】
● ＪＡ秋田ふるさと女性部大雄支部 様
● 歌王会　飛鳥　悠・永瀬大雄 様
● 横井フサ子御一行 様
　
【平寿苑受付】

● 柴　田　ヒ　デ 様（田ノ植）
● 加賀谷　　　章 様（覚　町）
● 長　澤　光　悦 様（田ノ植）
● 平鹿町理容組合 様
● 傾聴ボランティアささやき 様
● 平寿苑草刈隊 様
● 吉田大正琴教室 様
● アンダンテの会 様
● 父ちゃんの楽校 様

【雄水苑受付】
● 福　岡　順　一 様（末　館）
● 佐　藤　勇　一 様（南　田）
● 下　村　蔵之助 様（荒町下）　
● 井　筒　徳　市 様（深　井）
● 大屋敷　　　凌 様（平成高）
● 藤　川　尚　也 様（平成高）
● 横　山　　　空 様（平成高）
● 小　野　美　春 様（雄物川高）
● 遠　藤　　　薫 様（雄物川高）
● 阿　部　聖寿菜 様（雄物川高）
● 鈴　木　彩　果 様（雄物川高）
● 佐　藤　愛結美 様（雄物川高）
● 菊　地　浩　行 様（増田高）
● 齊　藤　有　紀 様（増田高）
● 後　藤　いずみ 様（増田高）
● 大森小学校２年１組 様
● 大森小学校２年２組 様
● 傾聴ボランティアひまわり 様　
● アンダンテの会 様

● 雄物川地域老人クラブ連合会 様
● だべーる会 様
● とっぴんぱらりのプー 様
● 雄物川町理容組合 様
● 雄物川町美容組合 様
● 父ちゃんの楽校 様

【憩寿園受付】
● 神　原　　　實 様（西上町）
● 伊　藤　京　子 様（梨　木）
● 畠　山　　　聡 様（梨　木）
● 傾聴ボランティアささやき 様
● 横手市十文字民生児童委員協議会 様
● 和泉青果 様
● 伊東畜産 様
● ＪＡ秋田ふるさと青年部 様
● 雄勝高等学校２年生 様
● 増田高等学校３年生 様
● 湯沢翔北高等学校２年生 様
● 手話サークル「一茶の会」様
● おはなしぽぽポ 様
● アンサンブル・リベラ 様

【横手福祉センター受付】
● 髙　橋　　　一 様（睦　成）
● 渡　部　　　清 様（幸　町）
● 木　村　洋　一 様（村　東）　
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 黒　崎　由　紀 様（朝倉町）
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 柴　田　陽　子 様（十文字・西原一番町）
● 玉川遠州流前田社中 様
● 新日本舞踊扇佳流優扇会 様
● よこて女性コーラス 様
● ひばり歌謡会 様
● 三門流かまくら舞踊会 様
● 横手ばやし平城支部 様
● 艶歌嘉舞義会 様
● 横手歌謡会 様

【平鹿福祉センター受付】
● よねや浅舞店 様
● よこて市商工会女性部平鹿地区 様
● ㈲佐藤養助平鹿工場
　　　　　　 代表取締役　斎藤　登 様

【雄物川福祉センター受付】
●「アスパル」カラオケを楽しむ会 様　
● 雄物川地域老人クラブ連合会 様
● 横手明峰中学校３年生 様

【十文字福祉センター受付】
● 秦　　　浩　一 様（西上町）
● 林　　　健　悦 様（新佐吉開）

【山内福祉センター受付】
● つむぎの会　畑　則子 様 　

七
月
三
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
訪
れ
た

福
祉
協
力
員
よ
り
地
域
の
様
子
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

社協の事業所紹介

康寿館指定通所
介護事業所

　年間を通して介護のお手伝いや芸能披露など
のボランティアを積極的に受け入れており、地域
の方とご利用者様がふれあう場となっています。

オラほの

◆所在地…横手市条里２－２－１７　◆電話…32－8180　◆FAX…32－8034
◆営業日…毎日（12/31～1/3 を除く）　◆営業時間… 9：30～16：45

康寿館指定通所介護事業所
（デイサービスセンター康寿館）は
次の　　　に自信があります。

ボランティア活動の場として
自信あり！

　季節感のあるメニューはもちろんのこと、ご
利用者様一人ひとりの嗜好や食事摂取の状態に
合わせた食事を提供しています。

食事に自信あり！

　「ここに来るのが楽しみ」とのご利用者様か
らのお言葉に感謝し、笑顔を絶やさず楽しく元
気が出るデイサービスづくりに努めています。

やさしい笑顔に自信あり！
ご利用いただいております
山田晃一様（平和町）より
感想をいただきました。

「職員の笑顔に励まされなが
ら、いつも気持ちよく体を動
かしています」

歌王会様よりチャリティ大会の収益金を
ご寄贈いただきました。

一
、
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り
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く
酔
う
て
オ
ハ
コ
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こ
の「
横
手
市
社
協
だ
よ
り
」は
、
社
協

会
費
と
共
同
募
金
の
配
分
金
を
活
用
し

て
発
行
し
て
い
ま
す

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手市社会福祉協議会本部
横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー

TEL.36－5377
TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー
大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009

大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園

TEL.52－3311
TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail shakyou5@agate.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

この広報に関するご意見ご感想をお待ちしております。

８社協だより

ふ し 人く な たち

地域で福祉活動や地域貢献活動などを行っている個人、団体、企業等の情報をお寄せください。
掲載数等により紙面の大きさが変わることがありますが、皆様の活動を紹介させていただきます。

社協特別会員・共同募金・寄付金協力企業等の活動から

　りんごの里福寿園様では「地域に貢献できる
活動をしよう」の方針の下、職員有志がボラン
ティアサークル「りんごの木」を昨年10月に
立ち上げました。
　当初は地域のお祭りや行事に気持ちよく参加
してもらおうと、会場や周辺道路のクリーンアッ
プを中心に活動を始めました。寒い時期の早朝
に作業することもありましたが、地域の方々か
らのあいさつや感謝の言葉など、地域とのふれ
あいが活動の喜びとなっているようでした。
　今年度からは、当初の活動に加えて「在宅訪
問ボランティア活動」を行うようになり、ご利
用者の要望に応じて、自宅でできるリハビリの
お手伝いをされるなど、職員個々の資格や知識
を活かした活動を行っています。
　有志７人から始まった活動も、今では全職
員の３分の１にあたる約50人が参加するなど、
職員の地域貢献に対する意識も高まっている中
で「地域の皆さんの健康と在宅介護への協力」
を目標に、今後も自分たちの専門性を活かした
活動で地域に貢献されていきます。

ボランティアサークル「りんごの木」（増田）
介護老人保健施設 りんごの里 福寿園 株式会社吉田建設（雄物川）

　「仕事のノウハウや機材を活かし、建設会社
だからこそできる地域貢献に努めたい」との想
いで活動されている総合建設業の吉田建設様。
　雄物川河川公園で毎年夏に開催されている「わ
くわくフェア inおものがわ」では、魚つかみ取
りイベントの企画や会場設営を通じて川とふれ
あう機会を創出するなど、地域環境の保全に努
められている同社ならではの活動を行っていま
す。また、地元会館の雪下ろしや、水防訓練会
場の除草など地域防災につながるボランティア
活動も行われています。
　常務取締役の吉田昌平様は「日中、地元には
子どもや高齢者が多く地域防災が課題です。技
術者や機械を要する作業は私たちの得意分野
で、その力を地域防災や環境保全に活かして地
域住民の安全安心に貢献することは建設会社の
責務です。」とお話しくださいました。
　他にもクリーンアップや花の植栽作業などに
協力されており、これからも人と人とが笑顔で
ふれあう地域社会の実現のために活動を続けら
れます。

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
に
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
活
動
を
展
開
中

地元に根差す企業としてイベ
ントへの協力や環境保全に努
めています


